

















































































































































































































































































































１ 図４ 解釈 DWC
２ 図４ 解釈 DC
３ 図４ 解釈 DC
４ 図４ 解釈 DC
５ 図４ 批判的評価→修正案 DC
６ 図４ 批判的評価→修正案 DWC
７ 解釈 DC






13 図３，４ 批判的評価→修正案 DWC
14 図４ 解釈 DWC
15 図３，４ 肯定的評価 DWC
16 図４ 批判的評価→修正案 DWC
17 16 に反論 DWC
18 図４ 肯定的評価 DWC
資料５　発話全体の分析
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19 図３，４ 解釈→疑問 DWC
T2 疑問を言い換え　問い直し
20 図４ 19 に応答 解釈 DWC
21 図４ 19 に応答 解釈 DWC
22 図４ 19 に応答 解釈 DWC
T3 話題を図５と本文に
23 ⑦段落 （もう一度整理する）を熟考 DWC
24 ⑦段落 （もう一度整理する）を熟考 DC
25 ⑦段落 （もう一度整理する）を熟考 DWC
26 ⑦段落 解釈 DWC
27 図３，４ （もう一度整理する）の解釈 DWC
28 図４と段落⑦ （そう考えました）の解釈→疑問 DWC
29 図４と段落⑦ （そう考えました）の肯定的評価 DWC
30 図５ 段落全体への疑問 DWC
31 ⑧段落 30に回答（既有知識） WDC
32 図５と⑧段落 31の回答に納得 C




36 図５と⑧段落 解釈 DWC
37 図５と⑧段落 （ウナギは新月の）に疑問 DWC
38 図５ （ウナギは新月の）に疑問 DWC
39  （さかのぼった）を根拠に38へ応答 DWC
T5 図５を示し話題の部分を確認・共通理解
40 ⑧段落 （多くの誕生）を批判的評価→修正案 DWC
41 ⑧段落 （日前後）を批判的評価→修正案 DWC
42 図５ 解釈→40，41に反論 DWC
43 図５  （日前後）を解釈→42に反論 DWC
44 図５  （いっせいに）に疑問 DWC
45 図５と⑧段落 解釈→43に反論 DWC
46 ⑧段落 熟考→43に反論 DWC
47 図５ 熟考肯定的評価→43に反論 DWC
48  （日前後）を批判的評価→47反論 DWC
49 図５と⑧段落  （日前後）を熟考→48に反論 DWC
50 図５と⑦段落 熟考→肯定的評価→48に反論 DWC
51 ⑧段落 47,50の意見に納得→意見を変える DWC
52 ⑨段落  （新月）の仮説に肯定的評価 DWC
53 ⑧段落 37に回答（既有知識） DWC
54 ⑨段落  （整理する）を肯定的評価 DWC
55 図５と⑧段落  （ようなのです）を解釈→疑問 DWC
56 図４  （しかし）を解釈→疑問→回答（推察） DWC
57 ⑩段落  （どういうわけか）を批判→修正→推察 DWC










































































　次に，K 児（発話番号49）と S 児（発話番号50）の発話の実際と発話に見られ
る論理的思考の出現を確認した。























　S 児の発話　　　　　　　　　　　　＊枠内（  ）は稿者による 〈論理的思考〉の出現
①ぼくは，K 児さんの意見で考えが変わりました。



































































図４ 10 ３ ７ ４ 24
図５ ３ ５ １ ０ ９
図５と段落⑧ ３ ７ ８ ２ 20
段落⑦⑧⑨⑩ ２ １ ２ ２ ７
合計 18 16 18 ８ 60
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ストを比較して考えさせたりさせて，連続型テキストの読解補助ではなく一つのテ
キストとして位置づけた。それにより，テキスト全体のより深い意味理解に結びつ
き，情報の真偽性や妥当性を判断する批判的思考力の育成につながった。
　もう１つは，討議の場において批判的思考力が育成されるということである。分
析した授業では，学習者の中に生まれた異なる読解が話し合いの場で表出され，討
議となった。このことは，一つの意見に迎合したり安易に是認したりすることが有
益な話し合いを阻害する要因になることを予測させるものである。討議の場におい
て，異なる意見を論理的に判断し，他者の意見だけでなく，必要に応じて自分の意
見に修正をかけることは，批判的思考が働いたと言える。
＊ 本研究は，兵庫教育大学言語表現学会の平成27年度「研究活動のための研究費助
成」による成果の一部である。
注
［１］ １年から５年の16教材のうち，１年生「どうぶつの赤ちゃん」，２年生「たん
ぽぽのちえ」「しかけカードの作り方」，４年生の「大きな力を出す」，５年生「生
き物は円柱形」の５教材に顕著な変更は見られなかった。
［２］ ［３］教科書に掲載されている実際の図表を再掲している。これは教科書著作
権協会から許諾［許諾番号第13―７号］を得たものである。
［４］本稿では2006年調査までの PISA 型読解力を援用した。
［５］ 井上尚美（2007）は，トゥルミンモデルと呼ばれる分析法を応用した DWC（根
拠・理由・主張）構文を使って自分の読みを持たせる指導を提示している。トゥ
ルミンモデルとは，イギリスの分析哲学者スティーブン・トゥルミン（Stephen 
Toulmin）が提唱した論理モデルで，「主張」「事実」「理由づけ」「裏づけ」「限
定」「反証」を構成要素とする議論分析モデルである。「主張」は「客観的な事
実（データ）」を伴っていなければならず，その主張と事実を結び付ける「理
由づけ」が必要であり，「主張」「事実」「理由づけ」という３つの要素が「三
角ロジック」をなすとされている。
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